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第１５回 租税教育推進関係省庁等協議会
総会における合意確認事項

出典：大阪府ＨＰ
https://www.pref.osaka.lg.jp/documents/10631/231121-3_1.pdf
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REPORT２
学習指導要領

出典：文部科学省HP 学習指導要領 ｐ７９
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm

第３節 公民 第１款 目標

社会的な見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり
解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する
国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な
形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。

第３節 公民 第１款 目標

社会的な見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり
解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する
国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な
形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。

第３節 公民 第１款 目標

社会的な見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり
解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する
国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な
形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。

第３節 公民 第１款 目標

社会的な見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり
解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する
国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な
形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。



REPORT２
学習指導要領

出典：文部科学省HP 学習指導要領 ｐ７９
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm

第３節 公民 第２款 各科目
第１ 公共 １ 目標

人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題
を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，
グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び
社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。



REPORT２
学習指導要領

出典：文部科学省HP 学習指導要領 ｐ８１
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm

第３節 公民 第２款 各科目
第１ 公共 ２ 内容
Ｂ 自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち
（ｳ）職業選択，雇用と労働問題，財政及び租税の役割，少子高齢社会における
社会保障の充実・安定化，市場経済の機能と限界，金融の働き，経済のグローバル
化と相互依存関係の深まり（国際社会における貧困や格差の問題を含む。）などに
関わる現実社会の事柄や課題を基に，公正かつ自由な経済活動を行うことを通して
資源の効率的な配分が図られること，市場経済システムを機能させたり国民福祉の
向上に寄与したりする役割を政府などが担っていること及びより活発な経済活動と
個人の尊重を共に成り立たせることが必要であることについて理解すること。



REPORT２
学習指導要領

出典：文部科学省HP 学習指導要領 ｐ８７
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm

第３節 公民 第２款 各科目
第３ 政治・経済 １ 目標

社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を
追究したり解決に向けて構想したりする活動を通して，広い視野に
立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な
国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。

第３節 公民 第２款 各科目
第３ 政治・経済 １ 目標

社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を
追究したり解決に向けて構想したりする活動を通して，広い視野に
立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な
国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。
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租税に対する認識の変化を実感する授業



REPORT３
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履歴シートへの
記入の蓄積により
学習対象事項の
捉え方の変化を
実感できる
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主体的に学習に

取り組む態度

の評価に活用
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主体的に学習に

取り組む態度

の評価に活用

出典：国立教育政策研究所教育課程研究センター
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【高等学校 公民】ｐ７ (東洋館出版社、２０２１年)
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出典：国立教育政策研究所教育課程研究センター
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【高等学校 公民】ｐ１１ (東洋館出版社、２０２１年)
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REPORT３
授業実践報告 本時の展開

段階 学習内容 学習活動

導入(５分) ・日本の財政支出の状況を既習事項の復習
も兼ねて、動画で確認理解する。

・財務省の公式動画３本を視聴しワークシートに
メモを取る。

展開１(15分)

・各国の歳出と歳入構成と国民負担率の税制
を読み取る。

・日本の収支構成と税制を踏まえて財政状況
の可否判断を行う。

・資料①～⑨の資料をもとに、日本の財源として
改革が必要なものを選出する。
・自らのワークシートに記入した内容の要約を
Googleスライドへ入力する。

展開２(15分) ・グループ内での意見交換
・全体発表に向けてのまとめ作業

・Googleスライドを用いて意見交換を行い、
お互いにテキストボックスへコメントを入力
して評価し合う。

展開３(10分) ・各班の発表 ・各班発表担当者がGoogleスライドを用いて
グループ活動の内容を発表する。

まとめ(5分) ・各班の発表を受けての感想
・これまでの日本国内における租税比較学習と
今回の国際比較学習での視点の差異を意識して
日本の財政状況を考察する。



REPORT３
授業実践報告
段階 学習内容 学習活動

導入(５分) ・日本の財政支出の状況を既習事項の復習
も兼ねて、動画で確認理解する。

・財務省の公式動画３本を視聴しワークシートに
メモを取る。
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授業実践報告
段階 学習内容 学習活動

展開２(15分) ・グループ内での意見交換
・全体発表に向けてのまとめ作業

・Googleスライドを用いて意見交換を行い、
お互いにテキストボックスへコメントを入力
して評価し合う。
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・私は法人税の改革が必要と主張したが、グループ内では消費税の逆進性を問題視する

意見が多く、視点の違いを感じた。

・どの税を改革するべきかの違いはあったが、どの意見もバランスを考えるものが多く、

基幹三税以外をあげた方が良いという意見が出るのは意外だった。
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段階 学習内容 学習活動

展開３(10分) ・各班の発表 ・各班発表担当者がGoogleスライドを用いて
グループ活動の内容を発表する。



REPORT３
授業実践報告
段階 学習内容 学習活動

まとめ(5分) ・各班の発表を受けての感想
・これまでの日本国内における租税比較学習と
今回の国際比較学習での視点の差異を意識して
日本の財政状況を考察する。
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授業実践報告

・増税にせよ減税にせよ、景気によっても変わってくるため難しいと感じた。国ごとに

税の種類や割合が異なる事が分かったが、経済活動を活発にする視点も大切だと思う。

・消費税と所得税の改革意見が多かったが、日本の高齢社会の状況をいかに克服するか

が税制改革のポイントになると考える。
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REPORT４
成果と課題

①租税に対する理解の深化

②ICTを活用した協働的な学びによる多面的・多角的な理解の促進

③単元学習履歴シートによるメタ認知能力の向上



REPORT４
成果と課題

①活用資料の精選

②あるべき日本の未来像を想定してから、学習に取り組む
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